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学位論文内容の要旨 
 
本研究では、果菜類の重要害虫であるミナミキイロアザミウマ Thrips palmiの合成ピレスロイド剤(シペ
ルメトリン)、スピノシン系殺虫剤(スピノサド)、ネオニコチノイド系殺虫剤(イミダクロプリド)に対する抵
抗性機構を明らかにし、本種の防除対策に貢献することを目的として行われた。 
合成ピレスロイド剤抵抗性には、標的であるナトリウムチャネルのアミノ酸置換による感受性の低下とチ
トクローム P450 (CYP450)による解毒分解活性の増大が関与していることが、多くの昆虫種で報告されてい
る。そこでまず、シペルメトリンに対する抵抗性レベルの最も高い系統と最も低い系統を用いて、ナトリウ
ムチャネル遺伝子の全塩基配列を決定し、コードされるアミノ酸配列の比較を行った。その結果、1)両系統
は M827I、T929I、A1215Dという既知のアミノ酸置換を持ち抵抗性系統であること、2)両系統の抵抗性レベル
の違いはナトリウムチャネルのアミノ酸配列の違いでは説明できないことが示された。CYP450の活性阻害剤
である PBO を用いた感受性試験により、1)本種の合成ピレスロイド剤抵抗性には、ナトリウムチャネルのア
ミノ酸置換による感受性の低下と CYP450による解毒分解の両方が関与していること、2)両系統のシペルメト
リンに対する抵抗性レベルの違いの少なくとも一部は CYP450 による解毒分解活性の違いによって説明でき
ることが明らかとなった。 
アザミウマ目のミカンキイロアザミウマのスピノサド抵抗性には、ニコチン性アセチルコリン受容体 α6 
サブユニット(nAChRα6)におけるアミノ酸置換(G275E)が関与していることが報告されている。そこで、本種
のスピノサド抵抗性にも nAChRα6における G275Eが関与しているかどうかを、スピノサドに対する抵抗性レ
ベルの最も高い 2 系統と最も低い 1 系統を用いて調べた。また、3 系統を用いて各種解毒分解酵素の活性阻
害剤を用いた感受性試験を行った。その結果、1)本種のスピノサド抵抗性には G275E による感受性の低下と
CYP450 による解毒分解が関与していること、2)抵抗性 2 系統の抵抗性レベルの違いの少なくとも一部は、
CYP450による解毒分解活性の違いによって説明できることが明らかとなった。 
モモアカアブラムシのイミダクロプリド抵抗性には、nAChRβ1におけるアミノ酸置換(R81T)が関与してい
ることが報告されている。そこで、本種のイミダクロプリド抵抗性にも nAChRβ1 における R81T が関与して
いるかどうかを、抵抗性レベルの最も高い系統と最も低い系統を用いて調べた。また、各種解毒分解酵素の
活性阻害剤を用いた感受性試験を行った。その結果、本種のイミダクロプリド抵抗性には R81Tによる感受性
の低下は関与しておらず、CYP450による解毒分解のみによって付与されていることが明らかとなった。 
 
論文審査結果の要旨 
本研究では、果菜類の重要害虫であるミナミキイロアザミウマThrips palmiの殺虫剤抵抗性機構の解析
を行った。 
合成ピレスロイド剤に対する抵抗性レベルの異なる2系統を用いて、感受性試験および標的であるナ
トリウムチャネル遺伝子のクローニングと塩基配列決定を行った。その結果、両系統はいずれも抵抗性
系統であり、抵抗性には3つのアミノ酸置換(M827I、T929I、A1215D)が関与していることを明らかにし
た。チトクロームP450(CYP450)の活性阻害剤であるピペロニルブトキシドを用いた感受性試験を行い、
両系統の抵抗性レベルの違いの少なくとも一部は、CYP450による解毒分解活性の違いに基づくことを
明らかにした。 
スピノシン系殺虫剤(スピノサド)に対して感受性の1系統と抵抗性の2系統を用いて、標的であるニコ
チン性アセチルコリン受容体α6 (nAChRα6)サブユニットの解析を行い、本種のスピノサド抵抗性には
１つのアミノ酸変異(G275E)が関与していることを明らかにした。また、各種解毒分解酵素の活性阻害
剤を用いた感受性試験を行い、抵抗性系統間の抵抗性レベルの違いにはCYP450による解毒分解活性の
違いが関与していることを明らかにした。 
ネオニコチノイド系殺虫剤(イミダクロプリド)に対する抵抗性レベルの異なる2系統を用いて、標的で
あるニコチン性アセチルコリン受容体β1 (nAChRβ1)サブユニットの解析と各種解毒分解酵素の活性阻
害剤を用いた感受性試験を行った。その結果、本種のイミダクロプリド抵抗性にはCYP450による解毒分
解によって付与されていることを明らかにした。 
これらの成果は国際誌 2 報を含む、3 報の論文に公表されており、博士学位論文に十分値すると判定
した。 
